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周波数領域型空中電磁探査による比抵抗の深度情報に関する研究
Study on the depth information of resistivity using frequency-domain airborne
electromagnetic survey
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空中電磁探査は，電磁誘導現象を利用して空中から地下の比抵抗分布を調査するもので、探査方法の違いから
時間領域型と周波数領域型がある。周波数領域型は、複数の固定された送・受信コイルを格納したセンサーを
航空機に曳航して計測するもので、時間領域型と比較して探査深度は浅いものの、分解能は高いとされる。 
周波数領域型空中電磁探査の解析は、まず、測定周波数毎に見掛比抵抗平面図を作成し、次に測定周波数と見
掛比抵抗との関係式から求めた探査深度にその見掛比抵抗をプロットして見掛比抵抗断面図が作成される。こ
の比抵抗の深度情報の精度を上げるために、数値モデルを使用したインバージョンに関する研究が進められて
いるが、防災の実務的な観点で検証した事例は少ない。 
そこで本研究は、実際の周波数領域型空中電磁探査の測定データを用いて見掛比抵抗断面と一次元イン
バージョン解析による断面を作成し、地質・地下水情報に基づいて、各々の比抵抗の深度情報について検討し
た。 
まず、付加体分布地域や火山地域における大規模な崩壊や地すべりを含む広域斜面での測定データを収集
し、大規模な崩壊斜面や地すべり斜面における見掛比抵抗の深度情報を整理した。その結果、大規模な崩壊斜
面や地すべり斜面とその近傍の斜面は、(1)浅部から深部に向かって高比抵抗から低比抵抗となり、その比抵抗
コントラストが明瞭なタイプと、(2)浅部から深部に向かって低比抵抗から高比抵抗となり、その比抵抗コント
ラストが不明瞭なタイプに大別できた。また、土砂の移動形態に着目すると、大規模な崩壊斜面の近傍に
は、(1)タイプの比抵抗構造を示す斜面が多いことが確認できた。 
そこで、(1)タイプを対象として、実際の測定データを用いてSengpiel（2000）の方法での見掛比抵抗断面を作
成するとともに、一次元インバージョン解析を行った。さらに、ボーリングで確認された地質と地下水の情報
に基づいて、これら深度方向の比抵抗分布の精度を比較検討した。その結果、 (1)タイプでは、見掛比抵抗断
面と一次元インバージョン解析では、比抵抗が変化する深度がほぼ同程度であることが確認できた。このこと
から、(1)タイプの場合、Sengpiel（2000）の断面表示方法の妥当性が実際の測定データから確認され、見掛比
抵抗断面でも大規模崩壊に関わる概略調査としての精度は確保されていると考えられた。 
一方、 (2)タイプは、見掛比抵抗断面では明瞭な比抵抗コントラストが得られにくく、定量的な検討は難しい
と考えられる。 
今後、(2)タイプでの比抵抗の深度情報の精度を上げるために、一次元インバージョン解析による検討を行うと
ともに、防災実務での適用例がほとんど無い周波数領域型空中電磁探査における二次元や三次元イン
バージョンについても実際の測定データを適用した研究を進めていきたい。
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